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【概 要】

経済変動が環境への負荷を高めている現代アフリカにあって、環境に配慮した農村開

発手法の確立は急務である。そのため、多分野の研究者がこれまでの研究を踏まえなが

ら地域社会を総合的に捉え、アフリカの自然環境、とりわけ森林について、その利用と

保全の双方の立場から地域の実態に適合した開発計画を立案、実施することには重要な

意味がある。本研究の目的は、環境破壊の最前線である乾燥疎開林帯をフィールドとし

てきた多分野の研究者が地域研究を深め、地域農村の開発につながる手法を構築するこ

とにある。この開発手法は、現場主義を尊重しつつ、地域農村の実態を多角的、学際的な

アプローチによって把握することを基本としている。それはまた、住民参加を主軸としな

がら、地域農村の在来性のポテンシャルを踏まえた地域の発展計画を構想、実践する手法

でもある。

日本国政府が主催した東京アフリカ開発会議（TICAD）は、開発におけるアフリカのオ

ーナーシップとそれを支援する国際的なパートナーシップの重要性を主唱し、人材育成や自立的

かつ持続可能な開発を重視している。この方針は、持続可能な農村開発を めざす本研究の趣旨

と合致している。

【期待される成果】

乾燥疎開林帯とその周辺地域の現状を踏まえ、植生と農耕形態との変遷を関係づけなが

ら、対象地域の特性を農業生態学的に明らかにする。その過程で、タンザニアに重点調査

地域を設定し、学際的な調査によって地域の実態を把握するとともに、その地域が抱える

問題群を抽出する。調査は、現地研究機関ならびに地方自治体と共同で実施し、セミナー

等を通して関係者全員が地域の焦点特性や問題群を共有する。問題解決について住民と協

議し、総合的な解決策を立案して、その試行と検証をおこない、有益性が認められた試行

は、広域へ普及されることになる。全活動を記録し、その解析をもとに活動を理論化して

開発手法を確立する。
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